
Ⅰ．背　景
　わが国の認知症患者数は増加し続けている．2012年
における認知症患者数は，476万人と推計されたが，
2025年における同患者数は，675万人と推計されている
（二宮，清原，小原，米本，2015）．このように，わが国
の認知症患者数は約 10年間で 1.4倍以上増加すること
が見込まれている．さらに 2040年には，認知症患者数は，
802万人に達すると推計されており（二宮ら，2015），
認知症患者数は，ますます増加すると考えられる．
　この患者数の増加に伴い，現在では一般病院に認知症
高齢者が入院することも珍しくない．日本老年看護学会
は，高度専門医療機関・一般病院等に入院している患者
のうち，約 3割の患者に認知症もしくは認知機能低下が
認められたことを報告している（日本老年看護学会老年
看護政策検討委員会，2014）．そのことに伴い，看護学
生が認知症高齢者と関わる機会も増加している．そのた
め，看護基礎教育課程における認知症教育の充実は喫緊
の課題とされている（種市，2017）．認知症高齢者と関
わった経験が乏しい看護学生が認知症を理解しやすいよ
うに，認知症模擬患者を活用したシミュレーション学習
（百瀬，2017）や認知症サポーター養成講座を講義の一
貫として導入している（向井，2017）教育機関も見られる．

　しかし，認知症の症状は，認知症をもつ本人が生活し
ている社会と文化的状況に強く関連して生じる（World 
Health Organization：以下，WHO，1992）．特に，徘徊・
興奮等の行動・心理症状（Behavioral and psychological 
symptoms of dementia：以下，BPSD）は，本人の生活史
や居住環境等に影響を受けて生じることが報告されてい
る（山口，2018）．つまり，認知症高齢者を取り巻く環
境の違いにより，さまざまな症状が出現するといえる．
　そのため，基本的な認知症の症状について学習してい
る看護学生であっても，その症状の多様性により，認知
症高齢者との関わりに困難を感じ，否定的なイメージを
抱きかねない．先行研究においても，認知症高齢者に対
する看護学生のイメージは，やや否定的であったことが
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明らかにされている（桂，佐藤，2008）．さらに，認知
症高齢者に対する看護学生のイメージは，授業や実習
での経験に影響を受けることも報告されている（松本，
2010）．これらのことを踏まえると，看護学生が学習活
動を通して，認知症高齢者に抱いた困難の内容を明らか
にし，学生が認知症高齢者を肯定的に捉えられるよう学
習支援を行っていく必要があると考えられる．
　今回，看護学生が認知症高齢者について抱いた困難の
内容について，先行研究で明らかにされていることを整
理し，教授方法に示唆を得ることを目的として文献検討
を行ったので以下に報告する．

Ⅱ．目　的
　本研究の目的は，文献検討により，わが国の看護学生
が認知症高齢者について抱いた困難の内容を整理し，教
授方法に示唆を得ることである．

Ⅲ．用語の定義
　困難：困難とは，「①苦しみ悩むこと．②ものごとを
なしとげたり実行したりすることがむずかしいこと．難
儀．」と定義されている（新村，2018，p1125）．本研究
でいう困難とは，看護学生が認知症高齢者に対して難し
いと感じた事象および，それに付随する苦しみや悩みと
いった否定的な感情のこととする．

Ⅳ．方　法
Ａ．対象文献の選定
　本研究では，文献検討により，わが国の看護学生が認
知症高齢者について抱いた困難の内容を整理することを
目的とした．そのため，対象文献を国内文献に限定し，
医学中央雑誌Web版 Ver5および Google Scholarを使用
した．
　医学中央雑誌Web版で，「認知症 and看護学生 and困難」
をキーワードとし，絞り込み条件を「原著論文」とした．
また，厚生労働省が「痴呆症」を「認知症」という呼称
に変更することを決定した 2004年から 2019年までを検
索期間として文献検索を行った．
　次に，Google Scholarで「認知症 and看護学生 and困
難 and原著論文」をキーワードとし，検索期間を 2004
年から 2019年として検索を行った．さらに，看護学生
が認知症高齢者に抱いた困難について広く文献を収集す
る目的で，ハンドサーチを行った．

　システマティックレビューおよびメタアナリシス
のための優先的報告項目（Preferred Reporting Items for 
Systematic Reviews and Meta-analyses；以下，PRISMA）（卓，
吉田，大森，2011）で公表されたフローチャートを参考
にし，文献を選定した．
　まず，特定された文献から，重複文献を除外した．次
に，①文献検討，資料，総説，委員会報告，特集，連載，
抄録，②看護学生を対象にしていない文献，③看護学生
が認知症高齢者に抱いた困難について記述していない文
献を除外し，適格性が評価された文献を抽出した．
Ｂ．看護学生が認知症高齢者に対して抱く困難について
の質的記述的分析

　選定した文献の内容を精読し，看護学生が認知症高齢
者に抱いた困難についての記述を抽出した．本研究では，
選定文献に記述されている内容が，認知症高齢者に対し
て抱いた看護学生の困難に該当する場合，記述の抽象度
を問わずに抽出した．それらの記述の類似性に着目し，
分類を行った．
　なお，選定文献に記載されている記述を抽出する際に
は，文脈の意味を損なわないよう最大限配慮した．

Ⅴ．結　果
Ａ．選定文献（図1）
　医学中央雑誌Web版で検索を行った結果，21件の文
献が抽出された．次に，Google Scholarでは，188件の
文献が抽出された．さらに，ハンドサーチにより，4件
の文献を追加した．そして，図1のように文献を選定
した結果，15件の文献が質的統合に採用された．  
Ｂ．看護学生が認知症高齢者に対して抱いた困難の内容
　以下に，授業を受講した看護学生が認知症高齢者に対
して抱いた困難の内容および実習を経験した看護学生が
認知症高齢者に対して抱いた困難の内容について説明す
る．
1．  授業を受講した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容（表1）

　授業を受講した看護学生の困難は，4つのカテゴリー
に分類された．文中では，カテゴリーを【　】，サブカ
テゴリーを＜　＞，コードを『　』で示す．
　【認知症高齢者の看護を想像することが難しい】では，
＜認知症高齢者の状態を想像しづらい＞，＜認知症高齢
者の理解度を把握することが難しい＞というように，学
生は，認知症患者の状態や理解度を想像することに困難
を感じていた．
　＜認知症による症状を捉えにくい＞には，『認知症の
疾患理解が難しい．』，『脳梗塞後遺症と血管性認知症，
どちらが起因なのか，どちらも関係しているのか，掘り
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下げていけばいくほど混乱して
きた．』等が含まれ，学生は，認
知症によって引き起こされる症
状を理解することに困難を感じ
ていた．
　＜認知症による日常生活への
影響を捉えにくい＞には，『認知
症が日常生活へどのように影響
を及ぼしているのかを分析する
のが難しい．』，『各機能的健康パ
ターンで認知症の影響を考えな
がらアセスメントするのが難し
い．』等が含まれ，学生は，認知
症の症状が日常生活に及ぼす影
響についてアセスメントするこ
とに困難を抱いていた．
　＜認知症高齢者への具体的な
関わりを想像しづらい＞には，
『理解できない人に理解してもら
うにはどのようにすればよかっ
たのか，考えるほど難しかった．』
等が含まれ，学生は，認知症高齢
者に適した看護計画を立案する
ことに困難を感じていた．
　【看護学生にとっての事実と認
知症高齢者にとっての事実にず
れがあることに気づかないため
に混乱する】では，学生は，＜認
知症高齢者の要求に答えられな
い辛さ＞を感じつつ，＜事実を理
解してもらうことを前提に関わ
り，うまくいかない＞，＜対応方
法がわからず混乱する＞と感じ
ていたように，すでに認知症模擬
患者が食事を食べたという事実
について，学生は説明しようとす
るが，食べた記憶のない模擬患者
には事実を聞き入れてもらえず，
対応方法に苦慮していた．
　【多くの看護問題に混乱する】
では，学生は，『認知症患者の場
合，たくさんの問題があり，統合
するのが大変だった．』というよ
うに，アセスメントから抽出され
た看護問題の多さに混乱してい
た．
　【ネガティブな結果を想像し不
安になる】では，学生は，認知症
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献文ドーコーリゴテカブサーリゴテカ

認知症患者の状態を想像するのが難しかった． 佐々木美樹，2010

認知症や麻痺のある対象者のイメージがつかない． 木島輝美，2011

認知症の人がどの程度までわかっているのかの判断が難しい． 木島輝美，2011

認知症患者の発言が正しいのかがわからず，展開していくことが難しかった． 佐々木美樹，2010

認知症の人にどんな看護をしたらいいのか具体的に書くのが難しかった．

理解できない人に理解してもらうにはどのようにすれば良かったのか，考えるほど難しかった．

話の内容を理解することが難しい患者に対し，どのような話し方や態度で接するべきか悩んだ．

認知症の疾患理解が難しい． 木島輝美，2011

どこまでが症状で，どこからが問題なのかの区別をつけることも大変だった． 佐々木美樹，2010

脳梗塞後遺症と血管性認知症，どちらが起因なのか，どちらも関係しているのか，掘り下げていけばいくほど混
乱してきた．

佐々木美樹，2010

身体機能や認知機能など多くの要素を関連させて考えることが難しい． 木島輝美，2011

ADL ，美輝島木．いし難がめ極見かのもるよに下低能機知認かのもるよに下低能機動運が下低の 2011

認知症患者を様々なクラスターから考えた時，色々なことが結びつかず，一つ一つしか考えることができなかっ
た．

佐々木美樹，2010

各機能的健康パターンで認知症の影響を考えながらアセスメントをするのが難しい． 木島輝美，2011

認知症が日常生活へどのように影響を及ぼしているのかを分析するのが難しい． 木島輝美，2011

認知症の方のアセスメントは難しいと感じた． 佐々木美樹，2010

ずっとお願いされてしまうと断りにくくて辛い．

色々考えて対応したが「お腹が空いています。お願いですからご飯ください」と悲しそうに言われてしまうと辛
い．

ご飯を食べたという事実を理解して欲しかったが，患者が怒ってしまった．

「お腹が空いた，ご飯下さい」と言わせないようにと考えて行動したけど難しい．

説得するのは難しいと思った．

お昼ご飯まであと何時間と伝えても理解してくれない．

思いや意図が掴みにくいし，伝えづらい．

何も考えられなくなってしまい，焦るばかりでした．

「お願いです．ご飯を下さい」と拝んでくる目を見た時，どう対応してよいか考えられなくなった．

どのように対応してよいかわからない．

今までに認知症の方とは接したことがなく，戸惑うことばかりだった．

認知症患者の場合，たくさんの問題があり，統合するのが大変だった．

認知症だったため，看護問題をあげるのが大変だった．

私の一言で怒らせてしまったらどうしようとずっと不安な気持ちで一杯だった．

話が続かなかったらどうしようとずっと不安．

多くの看護問題に混乱する

認知症による症状を捉えにく
い

認知症による日常生活への影
響を捉えにくい

塚本都子，2009

多
く
の
看
護
問
題

に
混
乱
す
る

佐々木美樹，2010

塚本都子，2009

佐々木美樹，2010

ネ
ガ
テ

ブ
な
結
果
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想
像
し
不
安
に
な
る

ネガティブな結果を想像し不
安になる

看
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に
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の
事
実
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知
症
高
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て
の
事
実
に

ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
た
め
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る

認知症高齢者の要求に答えら
れない辛さ

事実を理解してもらうことを
前提に関わり，うまくいかな

い

対応方法がわからず混乱する

認
知
症
高
齢
者
の
看
護
を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い

認知症高齢者の状態を想像し
づらい

認知症高齢者の理解度を把握
することが難しい

認知症高齢者への具体的な関
わりを想像しづらい

表1　授業を受講した看護学生が認知症高齢者に抱いた困難の内容
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表2　実習を経験した看護学生が認知症高齢者に抱いた困難の内容
カテゴリー サブカテゴリー コード 文献

野球には興味がないといっていた患者が，野球に詳しかった時，矛盾していて驚いた． 桝本朋子，2008

患者に指導する場面があったとしても，言ったことを忘れてしまうと，それが指導として活かされないことがあり困る． 石垣範子，2012

同じ話を何度もくり返し，話題を変えても，話が戻ってしまい困った． 古市清美，2012

息子に関する発言の多さに戸惑った． 高野真由美，2016

何回も同じことを言う方がいて，否定しちゃいけないと思い，聞いていたが，これは何回続くのだろうと思って，そのやり取
りにとまどった．

石垣範子，2012

初めは症状のひとつだから仕方がないと思ったが，同じことを何十回も言われると，少し嫌になった． 桝本朋子，2008

散歩中に突然「便所」と言いズボンを脱ごうとされて対応に戸惑った． 嶋田美香，2006

粉薬を吐き出す様子を見て汚いって思った．そして”どうしよう”と思った． 西村美里，2008

依存の強い利用者が車いすからずり落ちたので，教員と指導者を呼び，車いすに引き上げてもらった．まさか，自分から滑り
落ちるとは思わなかった．

道繁祐紀恵，2014

ほとんど食事を食べていない認知症高齢者の方が「もういらない．わからない」と言い出した．学生が食事を促しても，ス
プーンを持ってくれないので困った．

千葉京子，2006

アルツハイマー型認知症の方で，会話がほとんど成り立たなかったため，これから先，実習に取り組めるか不安だった． 桝本朋子，2008

帰宅願望を訴える認知症高齢者に対して，学生が笑顔を見せたら「なんだ！？くそう！私を笑って！」と言った．学生はそん
なつもりはなかったのでショックを受けた．

千葉京子，2006

本人から自分が欲しい情報を聞き出すことが難しかった． 石垣範子，2012

こちら側の声掛けに対して反応がなくどうしてよいのか，わからなくなった． 古市清美，2012

何度も声かけをするが，反応がない患者に対して，声かけをしてバイタルサインを測ろうとしたら，「やめろ」と大声を出さ
れた．

道繁祐紀恵，2014

失語症や認知機能低下があり，何を伝えてくださっているのか分からない時があった． 森幸弘，2017

認知症や失語症のために，自分の思いをうまく伝えられない利用者が多く，コミュニケーションを取りづらかった． 石垣範子，2012

何を言っているのかわからなかったり，言いたいことが理解出来なくて悩んだ． 平木尚美，2008

毎回違うことを言われるので何が本当の話かわからずどのように答えたらよいのだろうと感じた． 嶋田美香，2006

言っていることが本当なのか，わかっていることと，そうじゃないことの区別がわからないことがあって難しい． 石垣範子，2012

転倒リスクがある認知症患者に杖の必要性を理解してもらえなくて困った． 川上遥，2013

突然，家を出ようとするため，外に出ないように別の部屋に誘導するが，暴力・暴言が見られ，学生の言うことを聞いてくれ
ないため困った．

川上遥，2013

家族の負担になっているのではないかと訴えられとき，どのような対応がよいのか悩んだ． 古市清美，2012

家族に迷惑がかかるから早く死にたいと話をされた時，声かけに困った． 石垣範子，2012

拒否される人への関わりに戸惑う． 川久保悦子，2017

患者から事前に足浴の許可を得ていたが，足浴の準備をして訪室すると，「もうやらん」って言われて困った． 西村美里，2008

毎日一生懸命ケアしている認知症患者に「あっち行け，近づくな」と言われて辛かった． 桝本朋子，2008

実習目標として清潔の援助をあげていたため必死に入浴を勧めたが，拒否されいらいらした． 嶋田美香，2006

いきなり怒りをあらわにされた時，とても怖かった． 桝本朋子，2008

大声で叫ぶ怒鳴る場面で驚いた． 高野真由美，2016

利用者同士の会話がうまくいかず，その利用者のうちの1人であるA ，恵紀祐繁道．たっなと論口，し怒激がんさ 2014

泣き始めた認知症高齢者に，「どうしたのですか」と尋ねてみたが，泣くことを繰り返すばかりであった． 千葉京子，2006

話が噛み合わないので困惑する

声をかけるが反応がなく戸惑う

説明しても理解してもらえない

同じやりとりに戸惑う

意味のわからない言動に困惑する

学
生
に
と

て
意
味
の
わ
か
ら
な
い
言
動
に
困
惑
す
る

認知症高齢者の言いたいことを理解できずに困惑する

話の内容が真実なのかわからず戸惑う

お
互
い
の
意
思
が
通
じ
な
い

興奮している状態に戸惑う

認
知
症
高
齢
者
の
意
思
表
示
に
圧
倒
さ
れ
る

認知症高齢者に辛い気持ちを打ち明けられ困惑する

拒否されたという事実にとらわれる

認知症高齢者の言動が矛盾していることに戸惑う

模擬患者とのロールプレイにおいて，『私の一言で怒ら
せてしまったらどうしようとずっと不安な気持ちで一杯
だった．』というように，ネガティブな結果を招くので
はないかと想像し，不安を感じていた．
2．  実習を経験した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容（表2）

　実習を経験した看護学生の困難は，3つのカテゴリー
に分類された．
　【学生にとって意味のわからない言動に困惑する】には，
＜認知症高齢者の言動が矛盾していることに戸惑う＞，
＜同じやりとりに戸惑う＞，＜意味のわからない言動に
困惑する＞が含まれ，学生にとって理解しがたい高齢者

の言動に困惑していた．
　【お互いの意思が通じない】では，＜声をかけるが反
応がなく戸惑う＞が含まれ，学生が高齢者に話しかける
が，返答がなく困ったという内容で構成された．さらに，
高齢者から返答があったとしても，失語症や認知機能低
下の影響により，＜話が噛み合わないので困惑する＞，
＜認知症高齢者の言いたいことを理解できずに困惑する
＞というように，認知症高齢者との意思疎通に困難を感
じていた．
　【認知症高齢者の意思表示に圧倒される】には，＜認
知症高齢者に辛い気持ちを打ち明けられ困惑する＞が含
まれ，高齢者のネガティブな発言に対して，学生はどの
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ように対応すればよいか悩んでいた．
　＜拒否されたという事実にとらわれる＞，＜興奮して
いる状態に戸惑う＞には，『毎日一生懸命ケアしている
認知症患者に「あっち行け，近づくな」と言われて辛かっ
た．』，『大声で叫ぶ怒鳴る場面で驚いた．』等というよう
に，拒否，叫ぶ，怒る等の感情をあらわにした高齢者に
対して，学生は，どのように対応したらよいかわからず
困惑していた．

Ⅵ．考　察
Ａ．授業を受講した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容について

　本研究では，わが国の看護学生が認知症高齢者に抱い
た困難の内容を整理した．その結果，授業を受講した看
護学生の困難は，【認知症高齢者の看護を想像すること
が難しい】，【看護学生にとっての事実と認知症高齢者に
とっての事実にずれがあることに気づかないために混乱
する】，【多くの看護問題に混乱する】，【ネガティブな結
果を想像し不安になる】に分類された． 
　看護学生は，＜認知症高齢者の状態を想像しづらい＞，
＜認知症による日常生活への影響をとらえにくい＞，＜
認知症高齢者への具体的な関わりを想像しづらい＞等と
いうように，【認知症高齢者の看護を想像することが難
しい】と感じていた．このカテゴリーの基となった文献
（木島，安川，武田，水野，奥宮，2011；佐々木，丸井，
関，2010）では，3年生前期に開講された授業を受講し
た看護学生を対象としていた．そのため，学生は領域別
実習を経験しておらず，認知症高齢者と関わった学生の
経験も限られたものであったと推察される．さらに，近
年の三世代世帯数の減少（厚生労働省，2018）や近所付
き合いの希薄化（内閣府，2019；内閣府，2011）により，
学生が高齢者の生活を知る機会も減少していると思われ
る．その結果，認知症高齢者の生活を想像し，看護展開
していくことに，学生は困難を感じたのだと考える． 
　さらに，学生は，食事を食べた記憶の無い認知症模擬
患者に対して，食事を食べたという＜事実を理解しても
らうことを前提に関わり，うまくいかない＞，＜対応方
法がわからず混乱する＞と感じていた．鈴木（2019）は，
認知症の人をアセスメントする時は，視点を本人に向け
ることが大切であると述べている．このことを踏まえる
と，認知症高齢者の言動の意味を理解するには，本人の
視点に立つことが必要である．しかし，学生は，「食事
を食べた」という学生にとっての事実を基に，認知症高
齢者を説得しようとしたため，【看護学生にとっての事
実と認知症高齢者にとっての事実にずれがあることに気
づかないために混乱する】という状況に陥っていたのだ

と考える．
Ｂ．実習を経験した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容について

　実習を経験した看護学生の困難は，【学生にとって意
味のわからない言動に困惑する】，【お互いの意思が通じ
ない】，【認知症高齢者の意思表示に圧倒される】に分類
された． 
　看護学生は，＜認知症高齢者の言動が矛盾しているこ
とに戸惑う＞，＜同じやりとりに戸惑う＞等というよう
に，【学生にとって意味のわからない言動に困惑する】
と感じていた．このことは，授業を受講した学生が【看
護学生にとっての事実と認知症高齢者にとっての事実に
ずれがあることに気づかないために混乱する】ことと類
似していると思われる．つまり，矛盾した高齢者の言動
や何度も繰り返される高齢者の発言の意味を学生自身の
視点で捉えようとしているために，困難を感じてしまう
ということである．そうではなくて，学生が認知症高齢
者の視点に立って，高齢者の言動の意味を考えられるよ
う支援していく必要がある．
　また，看護学生は，＜認知症高齢者に辛い気持ちを打
ち明けられ困惑する＞ことを経験していた．大池，鬼村，
村田（2000）は，対応困難な話題に関して学生は，患者
本人の話を聞くより何か発言しようとする傾向があると
述べている．このことより，学生は，高齢者の「死にた
い」，「家族の負担になっているのではないか」といった
ネガティブな発言に対して，何か発言しないといけない
と感じたものの，適切な言葉が見つからず困難を感じた
のではないかと推察する．さらに，学生は，＜拒否され
たという事実にとらわれる＞，＜興奮している状態に戸
惑う＞ことも経験していた．これらのサブカテゴリーに
分類された選定文献の記述に着目すると，学生は，「ど
のような対応がよいのか悩んだ」，「とても怖かった」と
いうように，【認知症高齢者の意思表示に圧倒される】
ことを経験し，それらの原因を特定しようとするまでに
は至っていなかったのではないかと考える．そのため，
対応方法が見いだせず，困難を感じたのではないかと推
察する．
Ｃ．教育への示唆について
　授業を受講した看護学生は，【認知症高齢者の看護を
想像することが難しい】と感じていた．このことから，
認知症高齢者の事例について，学生が看護過程を展開す
る際には，学生が認知症高齢者の生活をイメージできる
よう，具体的に患者情報を記載する必要があると考える．
また，映像教材等を活用し，学生のイメージを補う必要
がある．
　学生は，【看護学生にとっての事実と認知症高齢者に
とっての事実にずれがあることに気づかないために混乱
する】，【学生にとって意味のわからない言動に困惑する】
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と感じていた．裵（2014）は，介護者が認知症をもつ人
を理解できないと感じた時，認知症をもつ本人も想定外
の結果に混乱しているため，介護者が「本人の混乱」に
目を向け，「本人は何につまずいているのだろう」とい
う目線を持ち，そのつまづきを支える必要があると述べ
ている．このことを踏まえると，学生が，認知症高齢者
の視点に立って，高齢者の言動の意味を捉えられるよう
に学習支援を行うことが重要である．　
　さらに，学生は，【認知症高齢者の意思表示に圧倒さ
れる】ことを経験し，「どのような対応がよいのか悩ん
だ」，「辛かった」等と感じていた．三原，夛喜田（2001）
は，学生が患者との関わりをとおして困った場面に関し
ては，臨床指導者および教員が，対応方法に焦っている
学生の気持ちを受け止め，そこに何が起こっているのか
を学生とともに考えることが必要であると述べている．
このことを踏まえると，まずは，【認知症高齢者の意思
表示に圧倒される】ことを経験した学生の気持ちを受け
止めることが重要である．さらに，堀内，大渕，諏訪（2016）
は，行動・心理症状のある認知症高齢者に対して，身体
疾患が増悪していないか，内服薬の副作用が出現してい
ないか等，認知症高齢者に負荷をかけている原因を確認
し，改善していくことが重要なケアとなると述べている．
そのため，認知症高齢者が拒否や怒り等の感情を表出し
た原因に学生が着目し，アセスメントできるよう学習支
援を行うことが必要であると考えられた．

Ⅶ．結　論
1．  授業を受講した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容は，【認知症高齢者の看護を想像することが
難しい】，【看護学生にとっての事実と認知症高齢者
にとっての事実にずれがあることに気づかないため
に混乱する】，【多くの看護問題に混乱する】，【ネガ
ティブな結果を想像し不安になる】に分類された．

2．  実習を経験した看護学生が認知症高齢者に抱いた困
難の内容は，【学生にとって意味のわからない言動に
困惑する】，【お互いの意思が通じない】，【認知症高
齢者の意思表示に圧倒される】に分類された．

3．  認知症高齢者の事例について，学生が看護課程を展
開する場合，具体的な患者情報を提示するとともに，
映像教材等を活用し，学生のイメージを補う必要性
が示唆された．

4．  認知症高齢者の言動を本人の視点に立って学生が考
えられるよう，支援していく必要性が示唆された．

5．  認知症高齢者が「拒否」，「怒り」等の感情を表出し
た原因に学生が着目し，アセスメントできるよう支
援していく必要性が示唆された．
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